
異
業
種
企
業
と
マ
ッ
チ
ン
グ
推
進

管
路
の
維
持
管
理
で
技
術
開
発

下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
強
化
へ
改
訂
案

国
交
省

検
討
委

よ
り
迅
速
・
適
切
な
災
害
対
応
へ

国
土
交
通
省
は
九
月
九
日
、
東
京
・
千
代
田
区
永
田
町
の
三
菱
総
合
研
究
所
で
「
下
水
道
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
チ

ャ
レ
ン
ジ
〜
求
む

下
水
道
市
場
開
拓
者
！
」
を
開
催
し
た
。
こ
れ
ま
で
下
水
道
と
接
点
の
な
か
っ
た
異
業
種
企

業
と
地
方
公
共
団
体
・
下
水
道
関
連
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
活
発
な
情
報
交
換
を
繰
り
広
げ
た
。

下
水
道
が
抱
え
て
い
る
課
題
の
解
決
へ
相
互
の
連
携
に
よ
っ
て
管
路
の
維
持
管
理
の
効
率
化
や
災
害
へ
の
万
全
の

備
え
な
ど
新
た
な
技
術
開
発
を
推
進
し
、
業
界
横
断
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
。

下
水
道
は
国
民
の
生
活
に

不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
で
全
国

の
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は

約
九
割
に
達
し
て
い
る
。
そ

の
一
方
で
将
来
に
わ
た
っ
て

下
水
道
の
機
能
を
い
か
に
維

持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
か
知

恵
を
絞
り
、
さ
ら
に
努
力
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

今
回
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
は
地
方
公
共
団
体
・
下

水
道
関
連
企
業
が
直
面
し
て

い
る
課
題
の
解
決
、
下
水
道

の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
た
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
異

業
種
企
業
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
獲
得
、
業
界

横
断
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
な
ど
を
目
的
と
し
て
開

催
。
八
月
一
日
か
ら
二
十
六

日
ま
で
下
水
道
事
業
へ
の
参

入
に
関
心
の
あ
る
企
業
や
下

水
道
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る

地
方
公
共
団
体
・
関
連
企
業

な
ど
の
参
加
を
受
け
つ
け
て

い
た
。

当
日
は
行
政
・
業
界
関
係

者
や
異
業
種
企
業
な
ど
約
百

五
十
名
が
参
加
。
白
崎
亮
同

省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
下

水
道
部
流
域
管
理
官
が
冒
頭

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
下
水
道

事
業
は
二
兆
数
千
億
円
の
市

場
規
模
を
誇
り
、
累
計
八
十

兆
円
が
投
資
さ
れ
て
き
た
膨

大
な
ス
ト
ッ
ク
を
保
有
し
て

い
る
。
下
水
処
理
場
の
数
は

二
千
四
百
カ
所
を
超
え
、
管

路
の
延
長
は
四
十
七
万
㎞
を

計
上
す
る
に
至
っ
た
。
し
か

し
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
課

題
が
深
刻
化
し
、
人
材
不
足

や
施
設
の
老
朽
化
、
使
用
料

の
頭
打
ち
な
ど
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
下
水
道
事
業
は
下

水
処
理
や
雨
水
排
除
に
加

え
、
有
機
物
の
窒
素
・
リ
ン

を
利
用
し
た
発
電
や
工
場
排

水
か
ら
の
金
の
回
収
な
ど
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。
皆
さ
ま
の
知
恵
を
お
借

り
し
て
新
技
術
の
開
発
を
推

進
し
た
い
」
と
述
べ
、
三
菱

総
合
研
究
所
が
開
催
趣
旨
を

説
明
し
た
。

続
い
て
同
省
が
下
水
道
事

業
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
、
藤
沢
市
が
同
市
に

お
け
る
下
水
道
事
業
の
課
題

に
つ
い
て
説
明
。
ま
た
異
業

種
技
術
活
用
事
例
と
し
て
月

島
機
械
が
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

下
水
処
理
場
の
運
転
管
理
支

援
、
明
電
舎
が
Ａ
Ｉ
に
よ
る

下
水
処
理
場
運
転
操
作
の
自

動
化
・
省
力
化
に
つ
い
て
紹

介
し
た
。

同
省
は
下
水
道
事
業
の
当

面
の
重
点
課
題
と
し
て
下
水

道
管
路
の
維
持
管
理
の
効
率

化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
下

水
処
理
場
の
運
転
管
理
の
最

適
化
、
浸
水
情
報
の
的
確
な

把
握
と
国
民
へ
の
迅
速
な
伝

達
、
災
害
へ
の
万
全
な
備

え
、
下
水
道
資
源
や
ス
ト
ッ

ク
を
活
用
し
た
新
た
な
付
加

価
値
の
創
出
な
ど
を
例
示
。

具
体
的
な

ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
と

し
て
下
水

道
管
路
管

理
の
完
全

自
動
化
や

管
路
破
損

時
の
自
動

通
報
シ
ス

テ
ム
の
確

立
、
水
質

監
視
の
完

全
自
動
化

な
ど
を
期

待
し
て
い

る
。

国
土
交
通
省
は
九
月
六

日
、
東
京
・
新
宿
区
水
道
町

の
日
本
下
水
道
新
技
術
機
構

会
議
室
で
第
二
回
「
下
水
道

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
改

訂
検
討
委
員
会
」
（
委
員
長

・
中
林
一
樹
明
治
大
学
研
究

・
知
財
戦
略
機
構
研
究
推
進

員
）
を
開
き
、
下
水
道
事
業

に
お
け
る
迅
速
・
適
切
な
災

害
対
応
の
強
化
へ
マ
ニ
ュ
ア

ル
改
訂
案
を
ま
と
め
た
。
事

前
・
発
災
時
の
取
り
組
み
や

停
電
時
に
お
け
る
下
水
道
施

設
の
操
作
機
能
の
確
保
な
ど

に
努
め
て
い
く
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
）
で
は
自
然
災
害
、
大
火

災
、
テ
ロ
攻
撃
な
ど
の
緊
急

事
態
を
想
定
し
、
平
常
時
に

行
う
べ
き
活
動
や
緊
急
時
に

お
け
る
事
業
継
続
の
方
法
・

手
段
な
ど
を
取
り
決
め
て
お

く
。
事
業
資
産
の
損
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
つ
つ
中
核
と

な
る
事
業
の
継
続
・
早
期
復

旧
を
可
能
に
す
る
。

同
省
は
被
災
時
で
も
下
水

道
の
機
能
を
ハ
イ
レ
ベ
ル
で

確
保
す
る
た
め
、
平
成
二
十

一
年
に
「
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
地
震
編
）

〜
第
一
版
」
を
策
定
。
そ
の

後
も
随
時
改
訂
し
、
下
水
道

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図

っ
て
き
た
。
と
く

に
同
検
討
会
で
は

平
成
三
十
年
七
月

豪
雨
や
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
で
明

ら
か
に
な
っ
た
課

題
を
踏
ま
え
、
委

員
の
井
上
雅
夫
公

益
社
団
法
人
日
本

下
水
道
協
会
技
術

研
究
部
長
ら
が
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
へ
議
論
を

重
ね
て
き
た
。

改
訂
案
は
①
総
則
②
業
務

継
続
の
検
討
（
体
制
と
基
礎

的
な
事
項
、
災
害
規
模
な
ど

の
設
定
と
被
害
設
定
、
優
先

実
地
業
務
と
対
応
の
目
標
時

間
）
③
非
常
時
対
応
計
画
④

事
前
対
策
計
画
（
概
要
、
事

前
対
策
の
例
）
⑤
訓
練
・
維

持
改
善
計
画
―
―
の
五
章
で

構
成
。
二
〇
一
七
年
版
の
地

震
・
津
波
編
を
地
震
・
津
波

・
水
害
編
に
改
め
て
い
る
。

約１５０名が集い活発に情報交換
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